
初
期
農
耕
開
拓
活
動
の
諸
形
態

酒

井

龍

一

は

じ

め

に

本
稿
は
、
西
日
本
の
代
表
的
な
弥
生
集
落
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器
組
成
を

観
察
し
た
、
先

の

「石
器
組
成
か
ら
み
た
弥
生
人

の
生
業
行
動
パ
タ
ー
ン
」

(『文

化
財
学
報

第
四
集
』

奈
良
大
学
文
化

財
学
科

一
九
八
六
年
)
と
題
す
る

作
業
の
続
編
を
な
す
。

第

一
章

問

題

の
所
在

-
各
地
で

一
様

の
生
業
活
動
が
さ
れ
た
わ
け
で
な
い

近
年

の
考
古
学
的
成
果
は
、
北
部
九
州

に
始
ま
る
弥
生
文
化
は
急
激
な
速
度

で
普
及
し
、
東
北
で
も
早
く
も
弥
生
前
期

に
稲
作
水
田
農
耕
が
開
始
さ
れ
た
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る

(斎
野

一
九
八
八
等
)。
そ
し
て
今
や
弥
生
集
落
の
生
業

活
動
は
、
北
部
九
州
や
近
畿
や
伊
勢
湾
沿
岸
だ
け
で
な
く
、
東
北
地
域
で
あ

っ

て
も
実
り
豊
か
な
水
田
稲
作
風
景
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

だ
が
実
際
に
は
、
弥
生
文
化

の
及
ぶ
各
地
で
の
生
業
活
動
は
多
様
で
あ

っ
た
し
、

初
期
農
耕
定
着
過
程

に
お
け
る
開
拓
活
動
も

一
様
に
さ
れ
た
わ
け
で
も
な

い
。

ま
た
、
そ
の
時
代
的
変
化
も
地
域
で
様

々
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
弥
生
文
化
を
特
徴
づ
け
る
石
器
に
、

い
わ
ゆ
る
稲

の
穂
摘
み
用
の
石

包
丁

(石
毛

一
九
六
八
他
)
と
樹
木
伐
採

・
加
工
用
の
磨
製
石
斧
類

(佐
原

一

九
七
七

・
一
九
八
二
他
)
が
あ
る
。
日
本
中

の
い
ず
こ
の
弥
生
遺
跡
を
発
掘
し

て
も
、

一
般
的

に
は
こ
れ
ら
石
器
類
は
出
土
す
る
。
だ
が
そ
の
数
や
組
成
率
は

地
域

に
よ
り
大
き
く
異
な
る

(酒
井

一
九
八
六
)。
同
じ
よ
う
な
弥
生
集
落
を
同

じ
面
積
で
発
掘
し
て
も
、
石
包
丁
が
何
百

・
何
千
点
も
出
土
し
石
斧
類
と
比
べ

て
そ
の
数
が
圧
倒
的
主
体
と
な
る
場
合
や
、
逆
に
何
百
点
も
の
蛤
刃
石
斧
が
出

土
し
石
包
丁
は
わ
ず
か
十
数
点
し
か
出
土
し
な

い
場
合
も
あ
り
、

つ
い
て
は
前

回
に
提
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
別
に
関
東
に
お
い
て
は
小
規
模
発
掘
で
は
石

包
丁
や
石
斧
類
が
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
か
も
し
く
は
数
個
～
十
数
個
程
度
で

あ
る
こ
と
が

一
般
的
で
、
弥
生
集
落
と
し
て
や
や
特
異
な
様
相
を
も

つ
地
域
も

一1一



あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
考
古
学
的
現
象
が
確
認
で
き
る
限
り
、
各
地

の
生

業
活
動
に
基
本
的
な
多
様
性
を
相
定
し
て
も
問
題
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
点
に
注
目
し
た
先

の
観
察
で
は
、
石
包
丁
と
石
斧
類

の
組
成
に
関
す
る

限
り
、
西
日
本
各
地
で
固
有
の
組
成
率
を
も
ち
、
か

つ
地
方
毎
に
基
本
的
に
異

な
る
現
象
を
認
め
た
。
地
方
毎
で
石
器
組
成
が
異
な
る
事
実
は
、
同
じ
弥
生
文

化
の
下
で
も
、
地
方
毎
に
生
業
活
動

の
比
重

の
か
け
方
が
か
な
り
違

っ
て
い
た

こ
と
を
示
す
重
要
な
現
象
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
石
器
組
成

の
時
代
的
推
移
に

も
地
方
的
個
性
が
あ
り
、
や
は
り
生
業
活
動
の
変
化

の
あ
り
方
に
多
様
性
が
想

定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
考
古
学
的
現
象

の
合
理
的
な
理
解
に
は
、
ま
だ
未
解
決

の
石
製
品
以
外
の
鉄

・
貝

・
木
製
穂
摘
み
具
や
鉄
製
斧
類
の
実
態
、
石
鎌

や
刃

器
類
の
よ
う
な
石
包
丁
と
別
器
種

・
同
機
能

の
問
題

(金
関

・
佐
原

一
九
八
五

等
)、
あ
る
い
は
弥
生
人
の
石
器
廃
棄
パ
タ
ー
ン
等
、
諸
問
題
の
検
討
が
不
可
欠

と
な
る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ら
未
解
決
の
問
題
を
将
来
に
残
し
な
が
ら
も
、
集
落
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
石
器
類
の
数
量
と
組
成
率
に
注
目
し
、
弥
生
人
達
の
生
業
活
動

の

実
態
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
べ
く
作
業
を
進
め

て
い
る
。
そ
し
て
先
稿
で
は
、
西
日

本
各
地
二
一二
か
所

の
代
表
的
な
集
落
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器
類

(石
包
丁

・

太
型
蛤
刃
石
斧

.
柱
状
片
刃
石
斧

・
扁
平
片
刃
石
斧
)
を
と
り
あ
げ
、
畿
内

・
瀬

戸
内
海
北
岸

・
北
部
九
州

・
伊
勢
湾
沿
岸

の
組
成

・
数
量
モ
デ
ル
を
構
成
し
、

弥
生
人

の
生
業
行
動
パ
タ
ー
ン
を
地
域
的

・
時
代
的
特
性
と
し
て
提
示
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
特
に
各
地

・
各
時

代
の

「組
成

モ
デ
ル
」
を
解
説
し
補

強
し
な
が
ら
、
初
期
農
耕
定
着
過
程
に
お
け
る
開
拓
活
動

の
地
域
的
特
質
を
把

握
す
る
。第

二
章

各
地

の
組
成
基
本

モ
デ
ル
の
追
認

ー
穂
摘
み
活
動
主
体
型

・
伐
採
活
動
主
体
型

今

一
度
、
西
日
本
各
地
に
お
け
る
弥
生
時
代
全
体
の
石
器
組
成
基
本
モ
デ
ル

を
提
示
す
る
。
拠
点
集
落
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
石
器
類

(石
包
丁
と
石
斧
類
)

は
、
北
部
九
州

.
畿
内

・
伊
勢
湾
沿
岸
の
三
地
域
で
は
基
本
的
に
異
な
る

(第

1
図
)。

北
部
九
州
型

一
、
石
包
丁
が
四
割
、
石
斧
類
が
六
割
前
後
で
、
石
斧
類
が
多

い
。

二
、
石
斧
類

の
中
で
は
蛤
刃
が
過
半
数
を
占
め
、
残
り
を
柱
状
と
扁
平
の

片
刃
類
で
分
け
る
。

三
、
石
包
丁
と
蛤
刃
石
斧
は
同
数
程
度
で
あ
る
。

畿
内
型

一
、
石
包
丁
が
八
割
、
石
斧
類
が
二
割
前
後

で
一
石
包
丁
が
圧
倒
的
に
多

い

。

二
、
石
斧
類
で
は
蛤
刃
が
半
数
強
を
占
め
、
残
り
を
柱
状
と
扁
平
の
片
刃

類
で
分
け
る
。

三
、
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
、

一
割
六
分
前
後
で
あ
る
。
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0

伊
勢
湾
型

一
、
石
包
丁
が

一
割
、
石
斧
類
が
九
割
前
後
で
、
石
斧
類
が
大
多
数
で
あ

る
。

二
、
石
斧
類
の
中
で
は
、
太
形
蛤
刃

が
過
半
数
を
占
め
、
残
り
を
柱
状
と

扁
平
で
分
け
る
。

三
、
片
刃
石
斧
類
の
中
で
は
扁
平
が
柱
状
の
三
倍
程
度
と
、
扁
平
が
か
な

り
多

い
。

四
、
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

四
～
八
倍
程
度
と
、
蛤
刃
石
斧
が
圧

倒
的
に
多

い
。
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第1図 西日本における石器組

成基本モデル

 

前
回
と
り
あ
げ
な
か

っ
た
日
本
海
沿
岸

は
、

倒
的
主
体
と
す
る
伐
採
活
動
主
体
型
、
瀬

戸
内
海
沿
岸
は
石
包
丁
を
圧
倒
的
に

石
包
丁
を
稲

の
穂
摘
み
、
太
形

蛤
刃
石
斧
を
樹
木

の
伐
採
、
柱
状

と
扁
平
片
刃
石
斧
を
木
材

の
加
工

活
動
用
の
道
具
と
仮
定
し
た
場
合
、

弥
生
人
の
生
業
活
動
の
地
方
的
特

質
を
強
調
し
表
現
す
る
と
、
北
部

九
州
地
域
は
穂
摘
み

・
伐
採
両
活

動
型
、
畿
内
地
域
は
穂
摘
み
活
動

主
体
型
、
そ
し
て
伊
勢
湾
沿
岸
地

域
は
伐
採

活
動
主
体
型
と
な
る
。

後
述

の
よ
う
に
蛤
刃
石
斧
を
圧

主
体
と
す
る
伐
採
活
動
主
体
型
を
示
す
。
北
部
九
州
で
は
時
代
的
な
変
化
が
大

き
く
、
前
半
期
す
な
わ
ち
縄
文
晩
期
～
弥
生
前
期
は
典
型
的
な
伐
採
活
動
主
体

型
、
後
半
期
す
な
わ
ち
中
期
以
降
は
穂
摘
み
活
動
主
体
型
と
な
る
。

日
本
海
沿
岸

の
様
相

-

伐
採
活
動
主
体
型

前
回
に
紹
介
し
な
か

っ
た
日
本
海
沿
岸
部
の
様
相
を
、
先
ず
次
の
五
遺
跡
で

把
握
す
る
。
結
果
と
し
て
、
す

べ
て
蛤
刃
石
斧
が
石
包
丁
の
出
土
数
を
上
回
る

伐
採
活
動
主
体
型
を
示
す

(第

二
図
上
半
)。

島
根
県
西
川
津
遺
跡

松
江
平
野
の
拠
点
集
落
で
あ
る
。
石
包
丁
約
八
点

?

(五

・
一
%
)
・
蛤
刃
石
斧

一
〇
八
点

(六
九

・
二
%
)
・
柱
状
片
刃
石
斧

一

八
点

(
=

・
五
%
)
・
扁
平
片
刃
石
斧
二
二
点

(
一
四

・
一
%
)

の
約

一
五

六
点
が
出
土
し
た
。
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
十
三

・
五
倍
程
度
で
、
蛤

刃
石
斧
が
極
端
に
多

い
。

島
根
県
目
久
美
遺
跡

米
子
平
野

の
拠
点
集
落

で
あ
る
。
石
包
丁
九
点

(
二
五

.
七
%
)
・
蛤
刃
石
斧

一
九
点

(五
四

・
三
%
)
-
柱
状
片
刃
石
斧
二
点

(五

.
七
%
)
・
扁
平
片
刃
石
斧
五
点

(
一
四

・
三
%
)

の
計
三
五
点

が
出

土

し
た
。
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
二

二

倍
で
あ
る
。
蛤
刃
石
斧
が
多

い

が
、
西
川
津
程
で
も
な

い
。

京
都
府
途
中
ケ
丘
遺
跡

丹
後
半
島

の
拠
点
集
落
で
あ
る
。
石
包
丁
四
点

(
=
二
・
八
%
)
・
蛤
刃
石
斧

一
六
点

(五
五

・
二
%
)
・
柱
状
片
刃
石
斧
三
点

(
一
〇

.
三
%
)
・
扁
平
片
刃
石
斧
六
点

(二
〇

・
七
%
)

の
計

二
九
点

が
出
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土
し
た
。
石
包
丁
の
四
倍
の
蛤
刃
石
斧
が
出
土
し
、
蛤
刃
石
斧
が
多

い
。

福
井
県
吉
河
遺
跡

若
狭
湾
沿
岸

の
拠
点
集
落
で
あ
る
。
石
包
丁
七
五
点

(三
九

.
五
%
)
・
蛤
刃
石
斧
八
九
点

(四
六

・
八
%
)
・
柱
状
片
刃
石
斧

一
〇

点

(五

二
二
%
)
・
扁
平
片
刃
石
斧

一
六
点

(八

・
四
%
)

の
計

一
九
〇
点
が

出
土
し
た
。
石
包
丁
の

一
・
二
倍
の
蛤
刃

石
斧
が
出
土
が
あ
る
。

石
川
県
吉
崎
次
場
遺
跡

能
登
半
島

の
拠
点
集
落
で
あ
る
。
石
包
丁
三
三

点

(三
四

.
七
%
)
・
蛤
刃
石
斧
四
九
点

(五

一
・
六
%
)
・柱
状
片
刃
石
斧

一

点

(
一
.
一
%
)

.
扁
平
片
刃
石
斧

一
二
点

(
一
二

・
六
%
)

の
計
九
五
点
の

出
土
が
あ
る
。
柱
状
片
刃
が
少
な
い
こ
と

を
除
き
、
吉
河
遺
跡
の
組
成
と
ほ
ぼ

共
通
す
る
。

こ
の
よ
う
に
各
遺
跡
で
個
性
的
な
組
成
を
示
す
が
、
全
体
と
し
て
の
よ
う
な

様
相
を
も

つ
。

一
、
石
斧
類
が
石
包
丁
の

一
・
二
～
十
倍
以
上
で
出
土
し
、
石
斧
類
が
主

体
を
し
め
る
。

二
、
石
斧
類

の
中
で
は
太
形
蛤
刃
が
過
半
数
を
占
め
、
残
り
を
柱
状
と
扁

平
の
片
刃
類
で
分
け
る
。

三
、
片
刃
石
斧
類
で
は
扁
平
が
多

い

(西
川
津
を
除
く
)。

四
、
蛤
刃
石
斧
が
石
包
丁
よ
り
多

い
。

五
、
北
陸
の
方
が
山
陰
よ
り
も
石
包
丁
が
多

い
傾
向
に
あ
る
。

六
、
石
包
丁
主
体
の
畿
内
型
や
北
部
九
州
後
半
型
と
は
基
本
的
に
異
な
り
、

蛤
刃
石
斧
主
体
の
北
部
九
州
前
半

型
や
伊
勢
型
に
近

い
。

山
陰
型

.
北
陸
型
の
設
定

-

北
陸

の
ほ
う
が
山
陰
よ
り
石
包
丁
が
多

い

現
時
点
で
は
こ
の
地
域

の
良
好
な
石
器
資
料
は
多
く
は
な

い
。
こ
れ
ら
五
遺

跡
を
少
し
ミ
ク
ロ
に
観
察
す
る
と
、
注
意
さ
れ
る
の
は
山
陰
で
は
蛤
刃
石
斧
が

多
数
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
包
丁
の
出
土
は
少
な

い
傾
向
で
あ
る
。
例
え
ば
西

川
津
で
は
未
成
品
を
含
む
蛤
刃
石
斧
が

一
〇
八
点
に
対
し
、
石
包
丁
は
わ
ず
か

八
点
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
程
に
極
端
で
な

い
が
こ
の
傾
向
は
他
遺
跡
で
も

み
ら
れ
、
山
陰
の
特
性
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
北
陸
の
吉
河
や
吉
崎
次
場
で

0
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は
こ
れ
迄
に
か
な
り
石
包
丁
が
出
土
し
、
山
陰
と
は
若
干

の
様
相

の
違

い
が
あ

る
。
同
じ
日
本
海
側
沿
岸
で
も
、
石
包

丁
が
少
な

い

「山
陰
型
」
と
、
石
包
丁

が
多

い

「北
陸
型
」
に
区
別
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る

(第
2
図
)。

畿
内
型
の
追
認

ー

み
ん
な
が
同
じ
石
器
組
成

前
回
で
は
、
畿
内
中
央
部
に
所
在
す

る
約
五
〇
～
六
〇
か
所
程
度

の
搬
点
集

落

の
う
ち
、
池
上

・
唐
古

・
鬼
虎
川

・
恩
智

・
田
能

・
勝
部

・
瓜
生
堂

・
栄
の

池

の
八
遺
跡
で
、
石
包
丁
を
圧
倒
的
に
主
体
と
す
る
畿
内
型
組
成
を
確
認
し
た
。

今
回
は
、
更
に
金
右
衛
門
垣
内

・
鶏
冠
井

・
四
分

・
加
茂
も
畿
内
型

で
あ
る
こ

0

4:内 よ処 ,点、集 、客
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0 2040608010
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と

を

確

認

し

追

加

す

る

(第

3

図
)。
旧

国

名

で

み

る

と

、

大

和

・
和

泉

・
河

内

・
山

城

・
摂

津

で
共

通

す

る

可

能

性

が

よ
り

高

く

な

っ
た

。

畿
内
型
の
北
限

ー

丹
波
の
山
奥
も
穂
摘
み
活
動
主
体
型

石
包
丁
主
体
の
畿
内
型
組
成
は
、
西
は
瀬
戸
内
海
北
岸
の
広
島
付
近
に
迄
及

ぶ
。
東
は
、
三
重
県
が
蛤
刃
石
斧
主
体

の
伊
勢
湾
型
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
範

囲
は
大
和
盆
地
を
大
き
く
越
え
る
こ
と
は
な
い
。
北
側
は
ど
う
か
。
畿
内
北
辺
た

る
能
勢
盆
地
の
拠
点
集
落

・大
阪
府
大
里
で
は
石
包
r
七
点
・蛤
刃
石
斧
二
点
扁

平
片
刃
石
斧

一点
が
出
土
し
、
資
料
数
は
不
十
分
だ
が
畿
内
型
の
一
端
を
示
唆
す

る
。
更
に
北
の
丹
波
山
地
中
央
の
拠
点
集
落

・
兵
庫
県
七
日
市

(第
三
図
)
で

は
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
藤
田
淳
氏

の
御
教
示
に
よ
る
と
、
石
包
丁

一
八
七
点

・

蛤
刃
石
斧
六
九
点

・
柱
状
片
刃
六
点

・
扁
平
片
刃
三
二
点

の
計
二
九
四
点
が
出

土
し
た
。
蛤
刃
石
斧
が
や
や
多

い
こ
と
等
、
環
境
に
対
応
し
た
若
干
の
特
徴
を

み
せ
る
が
、
基
本
的
に
は
石
包
丁
が
主
体
を
な
す
畿
内
型
組
成
と
理
解
で
き
る
。

更
に
北
側
、
若
狭
湾
沿
岸
の
拠
点
集
落

・
途
中
ケ
丘
で
は
、
明
ら
か
に
蛤
刃
石

斧
が
主
体
と
な
る
日
本
海
型
と
な
る

(第
2
図
)。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
畿
内

型
の
北
端
は
丹
波
山
地
中

の
七
日
市
付
近
に
求
め
ら
れ
る
。

北
部
九
州
型
の
追
認

ー

佐
賀
平
野
も
福
岡
平
野
と
同
じ
穂
摘
み
伐
採
両
活
動
型

北
部
九
州
型
組
成
の
事
例
を
追
加
す
る
。
前
回
で
は
福
岡
県
板
付
遺
跡
を
代

表
さ
せ
た
が
、
佐
賀
平
野
の
拠
点
集
落
・
み
や
こ
遺
跡
を
掲
げ
る
。
石
包
丁
四
〇
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点

(三
六

.
七
%
)

・
蛤
刃
石
斧
三
八
点

(四
四

・
三
%
)

・
柱
状
片
刃
石
斧

=
二
点

(七

・
八
%
)

・
扁
平
片
刃
石
斧

一
八
点

(四

・
七
%
)
の
計

一
〇
九

点
が
出
土
し
た
。
福
岡
県
板
付
と
比
較
す
る
と
片
刃
類
が
か
な
り
多

い
が
、
石

包
丁
と
蛤
刃
石
斧
と
が
同
数
程
度
で
出
土
し
、
基
本
的
に
は
北
部
九
州
型
と
み

て
良
い
だ
ろ
う
。

瀬
戸
内
海
沿
岸
の
様
相
-
南
岸
も
北
岸
も
穂
摘
み
活
動
主
体
型
で
共
通

前
回
で
は
岡
山
県
百
間
川

・
広
島
県

大
宮

・
山
口
県
綾
羅
木
郷
台
地
を
代
表

さ
せ
、
瀬
戸
内
海
北
岸
部
の
様
相
を
概
観
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
州
西
端
部

の

山

口
県
を
除
き
、
石
包
丁
を
圧
倒
的
に
主
体
と
す
る
石
器
組
成
が
み
ら
れ
、
そ

れ
は
お
お
む
ね
畿
内
型
と
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
今
回
は
香
川
県
矢
ノ

塚
遺
跡
の
石
器
資
料
か
ら
、
瀬
戸
内
海
南
岸

の
様
相
を
把
握
す
る
。
讃
岐
の
拠

点
集
落
で
あ
る
練
兵
場
遺
跡
の
矢
ノ
塚

か
ら
は
、
打
製
石
包
丁
が
百
数
十
点
に

対
し
、
蛤
刃
石
斧

一
〇
点

・
柱
状
片
刃
石
斧

一
六
点

・
扁
平
片
刃
石
斧
三
点
が

出
土
し
、
そ
の
組
成
率
は
対
岸

の
百
間
川
と
お
お
む
ね
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
た

(第
2
図
)。
現
時
点
で
は

一
遺
跡
だ
け
だ
が
、
瀬
戸
内
海
両
岸

の
拠
点
集

落
は
、
山
口
県
を
除
き
、
共
通
す
る
と
理
解
し
て
お
こ
う
。

丘
陵
上
の
様
相
ー

丘
陵
は
平
地
の
基
本

的
組
成
と
共
通
す
る
が
、
斧
類
が
多

い

集
落

の
立
地
に
よ

っ
て
石
器
組
成
が

ど
う
な
る
か
を
、
瀬
戸
内
海
沿
岸

の
中

期
後
半
で
か

つ
丘
陵
上
と

い
う
時
代
的

・
立
地
的
限
定
を
し
た
資
料
を
提
示
し
、

平
野
上
に
継
続
し
て
立
地
す
る
拠
点
集
落
の
組
成
と
比
較
す
る

(第
2
図
)。

岡
山

.
用
木
山
遺
跡

丘
陵
上

に
立
地
す
る
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
中
期
後

半
の
石
器
類
と
し
て
、
石
包
丁

一
八

一
点

(六
五

・
六
%
)
・
蛤

刃
石
斧

七

二

点

(二
六

.
一
)
・
柱
状
片
刃
石
斧

=

点

(四

・
○
%
)
・
扁
平
片
刃
石
斧

一

二
点

(四

.
三
%
)

の
計
二
七
六
点
が
あ
る
。
石
包
丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は

三
九

・
八
%
と
な
る
。

岡
山

.
惣
図
遺
跡
第
2
地
点

惣
図
は
先

の
用
木
山
遺
跡
に
隣
接
す
る
丘

陵
上
の
集
落
遺
跡
で
、
中
期
後
半

の
石
器
類
と
し
て
、
石
包
丁
八
二
点

(七
三

.
九
%
)
.
蛤
刃
石
斧
二
二
点

(
一
九

・
八
%
)
・
柱
状
片
刃
石
斧

二
点

(
一
・

八
%
)
・
扁
平
片
刃
石
斧
五
点

(三

・
五
%
)
の
計

=

一
点
が
あ
る
。

石
包

丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
二
六

・
八
%
と
な
る
。

隣
在
す
る
こ
れ
ら
二
集
落
の
組
成
率
に
大
差
は
な

い
の
で
、
平
均
し
て
次
の

よ
う
に
把
握
す
る
。

一
、
石
包
丁
は
六
割
八
分
、
石
斧
類
が
三
割

二
分
程
度
で
、
石
包
丁
が
多

い

。

二
、
蛤
刃
石
斧
が
全
体

の
二
割
四
分
程
度
、
石
包
丁
に
対
し
て
三
割
六
分

程
度
、
石
斧
類
で
は
蛤
刃
が
圧
倒
的
に
主
体
を
な
す
。

三
、
こ
れ
を
瀬
戸
内
海
北
岸

・
後
半

・
丘
陵
型
と
理
解
す
る
。

四
、
平
地
の
拠
点
集
落
と
比
較
し
、
蛤
刃
石
斧
が
多

い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

五
、
全
体
と
し
て
組
成
率
が
近

い
の
は
畿
内
前
半
型
で
あ
る
。

香
川

・
紫
雲
出
山
遺
跡

更
に
高
所
に
立
地
す
る
瀬
戸
内
海
南
岸

の
中
期
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後
半
の
山
頂
上
の
高
地
性
集
落

・
紫
雲
出

を
あ
げ
る
。
中
期
後
半
の
石
器
類
と

し
て
既
に
、
石
包
丁
二
四
点

(五

一
・

一
%
)
・
蛤
刃
石
斧

=
ご
点

(二
七

・

七
%
)
・
柱
状
片
刃
石
斧
七
点

(
一
四

・
九
%
)
・
扁
平
片
刃
石
斧
三
点

(六
・

四
%
)
の
計
四
七
点
が
出
土
し
、
石
包

丁
に
対
す
る
蛤
刃
石
斧
は
五
四

・
二
%

で
あ
る
。
用
木
山
や
惣
図
と

い
う
丘
陵

上
の
集
落
と
比
べ
て
更
に
石
包
丁
が
少

な
く
、
ま
た
蛤
刃
石
斧
が
更
に
多

い
傾
向

に
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
遺
跡
を
考
え

あ
わ
せ
る
と
、
丘
陵
上
や
山
頂

の
集
落

は
平
地

の
拠
点
集
落
と
比
べ
て
、
蛤
刃

石
斧

の
割
合
が
多

い
傾
向
が
示
唆
さ
れ
る
。
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第4図 北部九州における縄文
晩期～弥生後期の石器組成

第
三
章

初
期
農
耕
定
着
過
程

に
お
け
る
開
拓

の
諸
形
態

-
伐
採
活
動
主
体
か
、
は
た
ま
た
穂
摘
み
活
動
主
体
か

北
部
九
州
の
様
相

1

は
じ
め
に
多
数

の
蛤
刃
石
斧
あ
り
き

近
年
の
調
査
で
は
、
最
古

の
水
稲
農
耕
活
動
に
か
か
る

一
連
の
痕
跡
が
、
佐

賀
県
菜
畑

(中
島

一
九
八
二
)
・
福
岡
県
曲
り
田

(橋
口

一
九
八
四
)
・
同
板
付

遺
跡

(後
藤
他

一
九
七
六
)
等

で
発
掘
さ
れ
、
従
来
か
ら
の
認
識
ど
お
り
、
北

部
九
州
で
わ
が
国
に
お
け
る
初
期
農
耕
活
動
が
開
始
さ
れ
た
可
能
性
が
更
に
高

く
な

っ
た
。
そ
れ
ら
は
、

い
わ
ゆ
る
突
帯
文
土
器
や
板
付

一
式
土
器
を
伴

い
、

従
来
の
時
代
名
称
に
よ
る
限
り
、
縄
文
晩
期
か
ら
弥
生
前
期
に
か
け
て
そ
の
開

始
と
定
着
過
程
が
あ
る
。
こ
の
他
に
も
福
岡
県
有
田
七
田
前

(松
村
他

一
九
八

三
)
や
十
朗
川

(吉
岡
他

一
九
八
二
)
の
よ
う
に
、
そ
の
可
能
性
が
考
慮
さ
れ

る
遺
跡
は
北
部
九
州
に
数
多

い
。
こ
こ
で
、
農
耕
開
拓
が
開
始
さ
れ
た
直
後

の

縄
文
晩
期
～
弥
生
前
期
に
お
け
る
石
器
類

(石
包
丁
と
石
斧
類
)
の
組
成
に
注

目
す
る
。
縄
文
晩
期
の
七
田
前

・
曲
り
田
、
晩
期
～
弥
生
前
期

の
板
付
、
弥
生

前
期
の
葛
川

.
大
井
三
倉

の
福
岡
県
下
五
遺
跡
で
あ
る

(第
4
図
)。

一
、
い
ず
れ
も
蛤
刃
石
斧
の
割
合
が
極
め
て
高
く
、
全
体

の
過
半
数
を
越

え
る

(七
〇
～
五
〇
%
)。

二
、
石
包
丁
は

一
〇
～
二
〇
%
前
後
と
少
数
に
と
ど
ま
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
北
部
九
州
に
お
け
る
縄
文
晩
期
～
弥
生
前
期

の
石
器
組
成
は
、

蛤
刃
石
斧
の
割
合
が
著
し
く
高
く
、
対
し

て
石
包
丁
が
少
な

い
特
徴
を
持
ち
、

典
型
的
な
伐
採
活
動
主
体
型
を
な
す
。

と
り
わ
け
縄
文
晩
期

に
は
、
石
包

丁
は
出
土
す
る
と
し
て
も
そ
の
数
は
相
対
的
に
少
な
く
、
む
し
ろ
蛤
刃
石
斧
の

多
さ
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
石
器
組
成
に
み
る
限
り
、
初
期
農
耕
村
落
の

設
営
お
よ
び
水
田
開
発

に
活
発
な
樹
木
伐
採
活
動
が
伴

っ
た
可
能
性
が
高

い
。

反
対

に
、
稲

の
穂
摘
み
活
動
が
大
規
模

に
実

施
さ
れ
て

い
た
と
は
考
え
に

く

い
。
北
部
九
州
に
お
け
る
初
期
農
耕
の
開
拓
は
、
こ
の
よ
う
に
木
伐
採
活
動
を
前

提
と
し
た
形
態
で
あ

っ
た
。
水
田
稲
作
痕
跡
が
確
認
さ
れ
る
多
く
の
集
落
は
、

沖
積
平
野
の
中
央
部
で
な
く
、
丘
陵
上
や
そ
の
斜
面
部
に
立
地
す
る
の
が

一
般

的
で
あ
る
。
最
古

の
菜
畑
や
曲
り
田
の
集

落
立
地
は
、
ま
さ
に
そ

の
典
型
的
な

当
時

の
景
観
を
提
示
し
て
く
れ
る
。
蛤
刃
石
斧
主
体
と

い
う
石
器
組
成
と
考
え

あ
わ
せ
る
と
、
周
囲
に
樹
木

の
少
な

い
低
湿
地
が
広
が
る
の
で
な
く
、
近
接
し

て
樹
木
生

い
茂
る
森
林
植
生
や
そ
れ
に
近

い
植
生
環
境
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
北
部
九
州
に
お
け
る
農
耕
開
拓
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
黄
金
色
に

輝
く
広
大
な
水
田
や
稲
刈
り
風
景
よ
り
、
む
し
ろ
丘
陵
に
近
接
し
た
村
落
景
観

や
森
林
等
の
樹
木
伐
採
に
よ
る
開
墾
活
動

に
象
徴
さ
れ
た
も
の
に
な
る
。
人
間

と
自
然
環
境
と
の
対
応
関
係
の
理
解
に
は
、
花
粉
分
折
等
が
有
効
な
役
割
を
果

た
す
。
例
え
ば
菜
細
遺
跡
は
、
海
岸
に
望

む
丘
陵
谷
間
に
立
地
し
、
照
葉
樹
林

や
湿
地
林
に
覆
わ
れ
た
自
然
環
境

に
あ

っ
た
が
、
縄
文
晩
期
～
弥
生
前
期

に
は

そ
れ
ら
の
急
激
な
減
少
と
稲
や
稲
科
植
物
が
増
加
が
認
め
ら
れ
る
と

い
う

(中

村

一
九
八
二
)。
こ
れ
を
、
初
期
農
耕
者
達
に
よ
る
活
発
な
樹
木
伐
採
活
動
に
よ

る
農
耕
地
の
開
拓
の
賜
物
と
評
価
し
た
い
。
ま
た
同
じ
く
板
付
遺
跡

(中
村
他

一
九
七
六
)
で
は
、
シ
イ
や
カ
シ
林
等
の
植
生
破
壊
が
三
四
三
〇
～
二
八
八
〇

年
前
頃
に
急
激

に
発
生
し
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
、
分
折
者
は
そ
れ
を
自
然
的
原

因
と
み
る
が
、
私
は
伐
採
用
蛤
刃
石
斧
の
出
土
と
対
応
さ
せ
、
人
為
的
な
森
林

伐
採
活
動

に
原
因
を
求
め
た

い
。

木
材
加
工
活
動
の
活
発
化

-

片
刃
石
斧
類
の
急
増

縄
文
晩
期
～
弥
生
前
期
に
お
け
る
活
発
な
樹
木
伐
採
活
動
を
伴
う
農
耕
開
拓

の
後
、
北
部
九
州

一
円
に
農
耕
活
動
が
確
実
に
定
着
す
る
の
は
弥
生
前
期
後
半

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
前
期
末
に
は
福
岡
県
今
山
で
太
形
蛤
刃
石
斧
そ
し
て
立

岩
で
石
包
丁
が
大
量
生
産
さ
れ
広
域
に
搬
出
さ
れ
る
と
い
う
、
新
た
な
生
産
-

供
給
体
制
が
出
現
す
る

(中
山

一
九
三

一
・
下
條

一
九
七
五

・
一
九
八
三
)。
先

の
観
点
か
ら
、
前
者
は
、
各
地
で
の
開
拓
活
動
の
展
開
に
か
か
る
伐
採
用
石
斧
の

大
量
重
要
、
後
者
は
、
定
着
活
発
化
す
る
農
耕
活
動
に
伴

つ
穂
摘
目
パ
の
大
量
重

要
と

い
う
社
会
的
要
請
で
発
生
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

同
時
に
、
北
部
九
州
各
地
で
加
工
用
石
斧
類
の
増
加
現
象
が
発
生
し
た
こ
と

も
、
石
器
組
成

の
観
察
か
ら
見

い
だ
せ
る
。
そ
の
範
囲
は
福
岡
県
下
だ
け
で
な

く
、
西
は
長
崎
県
や
東
は
山
口
県
下
の
諸
遺
跡
で
も
認
め
ら
れ
る
。
例
示
す
る

の
は
、
前
期
末
～
中
期
初
頭
に
お
け
る
長
崎
県
里
田
原
、
福
岡
県
下
の
蓬
ケ
浦
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.
四
箇

.
鹿
部
、
山
口
県
綾
羅
木
郷
台
地

で
あ
る

(第
4
図
)。
こ
の
中
に
は
、

片
刃
石
斧
類
に
未
成
品
を
か
な
り
含
む
遺
跡
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
お
お
む
ね

次

の
様
相
が
把
握
さ
れ
る
。

一
、
縄
文
晩
期
～
弥
生
前
期
と
比
べ
る
と
。
全
体
と
し
て
蛤
刃
石
斧
の
割

合
が
減
少
し
、
石
包
丁
が
増
加
し

て
い
る

(長
崎
県
里
田
原
は
石
包
丁

が
少
な
い
)。

二
、

い
ず
れ
も
片
刃
石
斧
類
が
四
割
前
後
と
極
め
て
大
き
な
割
合
を
占
め

る
。

三
、
こ
の
よ
う
に
片
石
斧
類
の
割
合
が
高

い
も
の
を
、
樹
木

の

「加
工
活

動
活
発
型
」
と
呼
ぶ
。

一
般
的
に
片
刃
類
の
占
め
る
割
合
は
、
北
部
九
州
に
お
い
て
は
前
期
中
頃
以

前
あ
る
い
は
中
期
中
頃
以
降
で

一
～
二
割

程
度
で
あ
る
。
対
し
て
、
前
期
末
～

中
期
初
頭
に
か
け
て
は
全
体
の
四
割
程
度

を
占
め
る
事
例
が
多
く
、
特
異
な
様

相
を
示
す
。
先
に
掲
げ
た
縄
文
晩
期
～
弥
生
前
期

の
石
器
組
成
を
比
較
し
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
を
、
当
然
な
が
ら
こ
の
時
点
に
お
け
る
急
激

な
木
材

の
加
工
活
動

の
増
加
の
結
果
と
理
解
す
る
。
ま
た
各
遺
跡
で
未
成
品
も

多
数
に
含
ま
れ
、
個
別
的
に
そ
の
重
要
を
補

っ
た
可
能
性
も
強

い
。
そ
の
後
、

中
期
初
頭
以
降

に
は
再
び
片
刃
石
斧
類
の
割
合
は
減
少
し
、

一
般
的
な
組
成
率

で
あ
る
二
割
程
度
に
も
ど
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
時
代
的
変
化

の
理
解
に
は

鉄
斧
類
や
鉄
製
穂
摘
み
具
等

の
実
態

の
究
明
も
不
可
欠
だ
が
、
な
お
今
後

の
課

題
と
な
る
。

基
本
組
成
の
変
化
-
伐
採
活
動
主
体
か
ら
穂
摘
み
活
動
主
体
型

へ

北
部
九
州
に
お
け
る
縄
文
晩
期
以
降
の
石
器
組
成
の
推
移
全
体
を
モ
デ
ル
化

す
る
と
、
第
4
図
と
な
る
。
こ
の
推
移
モ
デ
ル
は
、
蛤
刃
石
斧
主
体
か
ら
石
包

丁
主
体

へ
の
転
換
過
程
を
明
確
に
示
す
。
両
者

の
割
合
が
反
転
す
る
前
期
末
頃

に
大
き
な
画
期
を
設
定
し
、
そ
れ
以
前
の
蛤
刃
石
斧
主
体
の
石
器
組
成

(11
北

部
九
州
前
半
型
)
と
中
期
以
降
の
石
包
丁
主
体

の
石
器
組
成

(後
半
型
)
に
大

き
く
二
分
す
る
。
そ
の
中
間
点
と
な
る
の
が
、
片
刃
石
斧
類
の
割
合
が
高
く
石

包
丁
と
蛤
刃
石
斧
が
同
数
程
度
と
な
る
前
期
末
～
中
期
初
頭
の
石
器
組
成

(11

同

・
中
盤
型
)
で
あ
る
。

前
半
型

蛤
刃
石
斧
主
体

中
盤
型

片
刃
石
斧
の
割
合
が
高
く
、
ま
た
石
包
丁
と
蛤
刃
石

斧
が
同
数
程
度

後
半
型

石
包
丁
主
体

北
部
九
州
で
始
ま

っ
た
初
期
農
耕
活
動
は
、
多
数
の
蛤
刃
石
斧
を
使
用
し
た

活
発
な
樹
木
伐
採
活
動
を
伴
う
農
耕
用
地
や
村
落
環
境
の
開
発
に
よ
り
特
徴
づ

け
ら
れ
る
。
農
耕
が
確
立

・
普
及
し
て
い
く
前
期
末
～
中
期
初
頭
で
は
、
樹
木

伐
採
活
動
に
加
え
て
、
木
材
の
加
工
活
動

の
比
重
が
急
激
に
大
き
く
な
り
、
あ

わ
せ
て
穂
摘
み
活
動
も
増
加
し
て
い
く
。
樹
木
伐
採
に
よ
る
開
拓
活
動
を
踏
ま

え
た
農
耕
地
開
発
が
な
さ
れ
た
結
果
、
木
製
農
耕
具
の
製
作
活
動
と
穂
摘
み
活
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動
が
活
発
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
展
開
は
そ
れ
以
降
も
引
き

続
き
、
穂
摘
み
活
動
が
主
体
と
な

っ
て

い
く
。
中
期
初
頭
以
降
に
片
刃
石
斧
類

の
割
合
が
相
対
的
に
減
少
す
る
理
由
は
、
穂
摘
み
活
動
の
増
大
化
に
対
応
す
る

木
材
加
工
活
動
の
相
対
的
減
少
と
も
み
え
る
が
、
む
し
ろ
鉄
斧
類
の
普
及
と
の

関
係
も
想
定
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
は
保
留
ざ
る
を
え
な
い
。
と
も
あ

れ
、
北
部
九
州
に
お
け
る
初
期
水
稲
農
耕

の
開
始
と
定
着
過
程
で
は
、
活
発
な

樹
木
伐
採
を
伴
う
農
耕
開
拓
活
動
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
特
質
が
あ
る
。

近
畿
中
央
部
の
様
相

-

は
じ
め
か

ら
蛤
刃
は
少
な
い

畿
内

の
初
期
農
耕
開
始
時

の
石
器
組

成
は
、
北
部
九
州
と
著
し
く
対
比
を
な

す
。
畿
内
に
お

い
て
最
古
の
農
耕
活
動

痕
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
の
は
大
阪
府

山
賀
遺
跡

(中
西
他

一
九
八
四
)
で
あ

り
、
弥
生
前
期
中
頃
に
属
す
る
。
そ
れ

以
前
の
縄
文
晩
期
の
可
能
性
が
強
い
堰

が
発
見
さ
れ
た
大
阪
府
牟
礼

(茨
木
市

教
育
委
員
会
)
や
、
石
包
丁
二
点
が
出
土

し
た
兵
庫
県

口
酒
井

(浅
岡

一
九
八

八
)
等
も
あ
る
が
、
そ

の
実
態
は
明
ら
か

で
な
い
。
現
在

の
認
識
で
は
、
畿
内

で
水
稲
農
耕
が
確
実
に
定
着
し
た

の
は
弥
生
前
期

で
あ
り
、
北
部
九
州
と
比
べ

時
間
的
に
隔
た
る
。
先
ず
前
期
と
そ
の
直
後
の
石
器
組
成
を
例
示
す
る
。
と
り

あ
げ
る
の
は
、
兵
庫
県
上

の
島

・
大
阪
府
山
賀

・
美
園

・
池
上

遺
跡

で
あ
る

(第
5
図
)。
そ
の
結
果
、
次

の
様
相
が
把
握
さ
れ
る
。

一
、
石
包
丁
が
全
体
の
六
～
七
割
程

度
を
占
め
、
太
形
蛤
刃
石
斧
を
圧
倒

す
る
。

二
、
太
形
蛤
刃
石
斧
は
二
割
五
分
～
三
割
程
度
を
占
め
、
後
述
す
る
よ
う

に
中
期
後
半
と
比
べ
て
そ
の
割
合
が
少
し
高

い
。

三
、
片
刃
類
は

一
割
未
満
で
あ
る
。

畿
内
で
は
、
北
部
九
州
と
異
な
る
石
器
組
成
率
で
農
耕
活
動
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
前
者
は
石
包
丁
主
体
で
、
対
す
る
後
者
は
蛤
刃
石
斧

主
体
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
畿
内
で
は
農
耕
開
始
当
初
か
ら
穂
摘
み
活
動
主

体
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
同
時
に
、
蛤
刃
石
斧
を
大
量
に
心
要
と
し
な

い
条

件
に
あ

っ
た
こ
と
も
示
す
。
畿
内
の
初
期
農
耕
集
落
は
お
お
む
ね
沖
積
平
野

の

巾
央
部
に
立
地
し
、
農
地
と
し
て
開
拓
さ
れ
る
べ
き
土
地
に
大
規
模
な
森
林
環

境
が
な
か

っ
た
可
能
性
も
高

い
。
こ
の
地
の
弥
生
人
達
は
居
住
地
周
囲
に
森
林

が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
大
規
模
な
伐
採
活
動
を
必
要
と
し
な
い
低
湿
地
や
草
原

等
を
初
期
農
耕

の
た
め
の
開
拓
地
に
選
定
し
、
直
ち
に
活
発
な
農
耕
活
動
を
始

め
た
可
能
性
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
部
九
州
と
は
別
に
、
畿
内

で
は
大
規
模
な
樹
木
伐
採
を
伴

わ
な
い
開
拓
活
動
を
想
定
で
き
る
。
河
内
平
野
中
央
の
山
賀
遺
跡
は
、
こ
う
し

た
村
落
景
観
や
立
地
環
境
を
典
型
的
に
示
す
。
畿
内
に
お
け
る
農
耕
開
始
時
点

の
村
落
や
開
拓
活
動
あ
る
い
は
周
囲
環
境
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
北
部
九
州
の
そ
れ

と
は
異
な

つ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
ミ
ク
ロ
に
は
、
中
期
後
半
と
比
較
す
る
と
前
半

期
に
お
け
る
蛤
刃
石
斧
の
占
め
る
割
合
は
や
や
高
く
、
当
初
に
は
樹
木
伐
採
活
動

が
活
発
で
あ

っ
た
。
先
行
す
る
縄
文
晩
期
の
組
成
の
実
態
は
ま
だ
明
ら
か
で
な

い
が
、
唯

一
、
突
帯
文
土
器
に
伴
う
石
包
丁
二
点
を
出
土
さ
せ
た
口
酒
井
で
は
、

一10一



数
回
の
発
掘

で
も
多
数

の
蛤
刃
石
斧
は
出

土
せ
ず
、
石
包
丁
主
体

の
可
能
性
を

示
唆
す
る
。
縄
文
晩
期
も
そ
の
可
能
性
は
強

い
。
ち
な
み
に
口
酒
井
も
西
摂
平

野

の
中
央
部
低
地
に
位
置
す
る
。
こ
の
よ
う
に
畿
内
で
は
、
北
部
九
州
と
は
違

い
、
直
ち
に
多
数
の
石
包
丁
を
用

い
る
穂
摘
み
活
動
主
体
か
ら
出
発
し
た
こ
と

に
特
質
が
あ
る
。
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第5図 畿内における前半型と後半型
の石器組成(参 考 ・北部九州
と伊勢湾の組成)

穂
摘
み
活
動
主
体
型
の
維
持

-

蛤
刃
石
斧
は
や
や
減
少

前
期
～
中
期
前
半
の
石
器
組
成
は
中
期
末
ま
で
基
本
的
に
継
続
す
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
の
穂
摘
活
動
主
体
型
の
ま
ま
弥
生
時
代
を
経
過
す
る
。
し
か
し
ミ
ク

ロ
に
は
、
石
器
組
成
に
わ
ず
か
の
変
化
が
中
期
中
頃
に
認
め
ら
れ
る
。

つ
い
て

は
、
中
期
前
半

の
兵
庫
県
田
能

・
京
都
府
畑
ノ
前
、
お
よ
び
中
期
後
半
の
大
阪

府
喜
志
、
大
阪
府
瓜
生
堂

・
栄
の
池
遺
跡
の
石
器
組
成
を
例
示
し
、
こ
の
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る

(第
5
図
)。
結
果
と
し
て
中
期
前
半
は
先
に
掲
げ
た
前
期

の

組
成
と
共
通
し
、
後
半
に
な
る
と
蛤
刃
石
斧
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
、
や
や
蛤
刃
石
斧

の
多

い
弥
生
前
期
～
中
期
前
半
の
石
器
組
成
を

前
半
型
組
成
、
対
す
る
蛤
刃
石
斧
が
少
な
い
中
期
後
半

の
そ
れ
を
後
半
型
組
成

に
区
別
す
る
。
し
か
し
そ
の
変
化
の
程
度
は
北
部
九
州
と
比
較
し
て
小
さ

い
。

そ
し
て
基
本
的
な
組
成
は
変
化
し
な

い
ま
ま
、
石
器
が
消
滅
す
る
弥
生
後
期
を

迎
え
る
。

伊
勢
湾
沿
岸
の
様
相

-

斧

・
斧

・
斧

の
世
界

伊
勢
湾
沿
岸
に
お
い
て
農
耕
活
動
が
開
始
さ
れ
る
の
は
弥
生
前
期
で
あ
る
。

こ
の
時
点

の
石
器
組
成
と
し
て
、
三
重
県
納
所
遺
跡

の
資
料
が
あ
る
。
こ
れ
は

石
包
丁
三
点

・
蛤
刃
石
斧
四
七
点

・
柱
状
片
刃
二
点

・
扁
平
片
刃
十

一
点
の
計

六
三
点
で
、
圧
倒
的
に
蛤
刃
石
斧
を
主
体
と
す
る
典
型
的
な
組
成
で
あ
る
。
そ

れ
ほ
ど
極
端
で
な

い
が
、
こ
う
し
た
様
相
は
三
重
県
永
井
遺
跡
で
も
み
ら
れ
る
。
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こ
こ
で
は
、
石
包
丁
二
点
に
対
し
、
蛤
刃
石
斧
六
点

・
柱
状
と
扁
平
片
刃
各

一

点
が
出
土
し
た
。
こ
の
地
に
お
い
て
は
北
部
九
州
と
同
様
、
活
発
な
樹
木
伐
採

活
動
を
も

っ
て
初
期
農
耕
開
拓
が
始
ま

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
樹
木
伐

採
活
動

の
程
度
は
、
蛤
刃
石
斧
が
異
常
に
多
く
、
北
部
九
州
に
お
け
る
農
耕
開

始
時
点

の
縄
文
晩
期
段
階
と
同
じ
様
相
を

み
せ
、
石
包
丁
を
主
体
と
す
る
畿
内

と
は
全
く
異
な
る
。
こ
の
組
成
は
引
き
続
く
中
期
で
も
変
わ
ら
ず
、
前
回
に
示

し
た
愛
知
県
朝
日
遺
跡
群
で
み
る
よ
う
に
、
石
包
丁
が
少
な
く
蛤
刃
石
斧
の
圧

倒
的
主
体

の
組
成
で
継
続
す
る
。
こ
の
推
移
状
況
は
、
蛤
刃
石
斧
主
体
か
ら
石

包
丁
主
体

へ
と
急
激
に
推
移
し
て
い
く
北
部
九
州
と
は
異
な
る
。
し
か
し
中
期

末
に
は
よ
う
や
く
石
包
丁
主
体

へ
の
転
換
が
生
じ
た
ら
し
く
、
例
え
ば
貝
殻
山

資
料
館

の
野
口
哲
也
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
中
期
末
主
体

の
愛
知
県
岡
島
遺
跡

で
は
、
石
包
丁

一
〇
点
に
対
し
、
蛤
刃
石
斧
六
点
以
上

・
柱
状
片
刃
三
点

・
扁

平
片
刃
二
点

の
出
土
が
あ

っ
た
と

い
う
。

逆
転
し
た
と
は

い
え
こ
の
時
点

で
も
、

他
地
域
と
比
べ
る
と
蛤
刃
石
斧

の
割
合
は
な
お
高
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
極
め

て
活
発
な
樹
木
伐
採
活
動
を
伴
っ
て
始
ま

っ
た
こ
の
地
の
農
耕
活
動
は
、
穂
摘
み

活
動
が
増
加
し

つ
つ
も
、
樹
木
伐
採
活
動
主
体
の
ま
ま
中
期
末
に
至
る
こ
と
に

な
る
。
伊
勢
湾
地
域

の
拠
点
集
落

の
多
く

が
広

い
平
野
部
上
に
位
置
し
、
外
見

上
は
深

い
森
林
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
と

は
み
え
な
い
が
、
花
粉
分
析
等
に
よ

る
結
果
で
は
周
囲
に
広
範
な
森
林

の
存
在

が
指
摘
さ
れ
、
平
野
部

で
あ

っ
て
も

伐
採
す
べ
き
樹
木
は
あ

っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
例
え
ば
、
安
田
喜
憲

(
一

九
七
九
)
に
よ
る
納
所
遺
跡
の
花
粉
分
析

の
結
果
で
は
、
弥
生
以
前

に
は
モ
ミ

属
や
ア
カ
ガ
シ
属
等
を
主
体
と
す
る
常
緑
広
葉
樹
が
周
囲
に
育
成
し
て
い
た
が
、

弥
生
時
代
に
な
る
と
急
激
に
草
本
類
が
主
体
と
な
る
低
湿
地
環
境
に
変
化
し
て

い
く
と

い
う
。
こ
う
し
た
実
情
と
先
に
石
器
類
の
組
成
を
考
え
あ
わ
せ
、
伊
勢

湾
沿
岸
に
お
け
る
農
耕
開
始
時
点
の
開
拓
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
な
ら
ば
、
活

発
な
樹
木
伐
採
活
動
を
伴
な
う
平
野
部

の
農
耕
開
拓
活
動
を
思

い
浮
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。
と
に
か
く
も
、
伊
勢
湾
沿
岸
に
お

い
て
は
、
弥
生
時
代
を
通
じ
て

樹
木
伐
採
活
動
が
主
体
で
あ

っ
た
こ
と
に
特
質
が
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
前
稿
を
踏
ま
え
て
、
西
日
本
各
地
に
お
け
る
初
期
農
耕
開
始
と
定
着

時
点
に
お
け
る
開
拓
活
動

の
地
域
的
個
性
を
提
示
し
た
。
こ
う
し
た
個
性
の
よ

り
合
理
的
な
認
識
を
目
指
し
、
今
後
と
も
作
業
を
継
続
す
る
。
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一
九

八

一
年

一
九

八

四
年

一
九

八
七
年

有
田
七
田
前
遺
跡

石
崎
曲
り
田
遺
跡
H

板
付
、

一
九
七
七
年

板
付

葛
川
遺
跡

宗
像
市
教
育
委
員
会

板
付
周
辺

山
口
県
教
育
財
団

・
山
口
県
教
育
委
員
会

一
九
八
八
年

(明
神
地
区
)

福
岡
県
教
育
委
員
会

一
九
八
四
年

三
沢
蓬
ケ
浦
遺
跡

日
本
住
宅
公
団

一
九
七
三
年

鹿
部
山
遺
跡

福
岡
市
教
育
委
員
会

一
九
八
七
年

四
箇
遺
跡

基
山
町
教
育
委
員
会

千
塔
山
遺
跡

春
日
市
教
育
委
員
会

赤
井
手
遺
跡

長
崎
県
田
平
町
教
育
委
員
会

一
九
八
八
年

里
田
原

佐
賀
県
武
雄
市
教
育
委
員
会

一
九
八
六
年

み
や
こ
遺
跡
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表4北 部九州における縄文晩
期～弥生後期の石器組成

蛤 刃 柱 状 扁 平 石包丁

七田前 15 3 1 3

曲 り田 51 3 6 15

板 付 55 7 2 22

葛 川 11 1 2 5

大 井 7 2 2 4

綾羅木 11 9 4 6

蓬ケ浦 16 16 8 11

鹿部山 Z4 7 13 14

四 箇 12 13 8 22

千塔山 6 0 2 20

赤井手 2 1 1 13

表5畿 内における前半型と後半
型の石器組成
(参考・北部九州と伊勢湾の組成)

蛤 刃 柱 状 扁 平 石包丁

七田前 15 3 1 3

納 所 47 2 11 3

上ノ島 6 1 1 11

池上a 26 0 0 74

池上b 30 1 5 77

田 能 12 2 2 36

畑の前 7 1 1 17

栄の池 13 10 8 85

池上c 30 17 12 234
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表1西 日本における石器組成
基本モデル

「 r

蛤 刃 柱 状 扁 平 石包丁

北九州 40 10 10 40

山 陰 ・1 10 15 20

畿 内 12 4 4 80

北 陸 48 4 10 38

伊勢湾 55 9 26 io

表2日 本海 ・瀬戸内海沿岸の
石器組成

蛤 刃 柱 状 扁 平 石包丁

西川津 1 18 22 8

目久美 19 2 5 9

途中丘 16 3 6 4

吉 河
.・

10 16 75

吉 崎 .・ 1 12 33

天ノ塚 10 16 3 136

百間川 13 1 2 75

惣図2 22 2 5 82

用木山 7a 11 12 181

紫雲出 13 7 3 24

表3畿 内における石器組成

蛤 刃 柱 状 扁 平 石包丁

四分 5 2 3 62

加茂 23 18 8 242

田能 53 15 9 338

池上 116 54 33 797

唐古 14 5 9 110

勝部 34 8 11 203

鶏冠井 3 0 2 29

亀井 86 11 21 426

金右衛 12 1 4 ・1

恩智 9 6 4 53

鬼虎川 45 22 19 197

七日市 ・ ・ 6 32 187


